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平成 15年 3月期通期（連結・単独）業績予想の修正について 

 
平成 14年５月８日付当社「平成 14年３月期決算短信（非連結）」にて発表いたしました 
平成 15年３月期の通期業績予想を下記の通り修正いたします。 

 
１．平成 15年 3月期 単独業績予想の修正等 

   （単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ） ５，４８０ ６５５ ３２７
今回修正（Ｂ） ３，８００ ３００ １６２
増減額（Ｂ－Ａ） △１，６８０ △３５５ △１６５
増減率 △３０．７％ △５４．２％ △４９．５％

 

（修正理由） 
上期は、当社主力商品のNokia IP セキュリティシリーズ等のファイアウォール関連商品の売上高が大

きく減少したことから全体で１，５５１百万円（前期比12.7％減）となりました。 
下期においては、ファイアウォール商品販売におけるチェックポイント社及び日本ＩＢＭ社との協業、

並びに従来の Nokia IP セキュリティシリーズに加えて新しい FireWall-1 搭載のハイエンドおよび      
ローエンドのアプライアンスを拡充することで、FireWall-1 搭載アプライアンスのトッププロバイダー
の位置付けをより確実にすると共に、その他新しいセキュリティ商品の投入により、セキュリティ・     
プロダクツ事業の拡大を図りますが、日本経済の先行きには依然として不透明感が残っており、全般的に
厳しい経営環境が続くなか企業におけるセキュリティ投資の急速な回復は 予想されておらず、当社の 
売上高についても急激な回復はみこまれない状況です。この様な状況から下期の売上高は３，８００百万円と
なると見込んでおります。 
経常利益、当期純利益においても、売上高の減少によりそれぞれ３００百万円、１３０百万円となる見込みです。 

 
ご参考：前期の実績（平成 13年 4月 1日～平成 14年 3月 31日） 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
通期（13/4～14/3） ４，１５７ ５０３ ２８０

 
２．平成 15年 3月期 連結業績予想の修正等 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ） － － － 
今回修正（Ｂ） ３，８００ ２４０ １３０
増減額（Ｂ－Ａ） － － － 
増減率 － － － 

 
（修正等の理由） 
平成 14年８月 16日の Applico Security, Inc.（平成 14年９月６日付で GigaSecure Inc.より

社名変更）の株式取得に伴い、同社は当中間期より連結子会社となりましたので、今般通期の  
連結業績予想を開示するものです。現在、同社は新技術を応用した次世代セキュリティ商品の開
発を行っており、売上高は来年度から発生する予定となっております。 

以上 


